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自治体情報施 策 事 例 農山漁村振興関連施策5

施策の概要

施策事例５　農山漁村振興関連施策

1 	取り組みに至る背景
平成 17 年に 6 市町村が合併して誕生した鶴岡市は、広大な

森林を有する東北一広い都市であるが、他の地方都市と同様、
中山間地域の人口減少や中心市街地の空洞化が進んでいる。中
山間地域では、高齢で小規模な農家が点在しており農業所得の
低迷などによる農林業活動への意欲の減退や一層の過疎化が懸
念されており、中心市街地では商店街の衰退や都市機能の低下
などが懸念されている。本市において両地域の活性化が大きな
政策課題になっている。

2 	事業内容（目的・目標・方策）
中山間地域と中心市街地の活性化を目的として、中心市街地

の住民（消費者）と中山間地域の農家（生産者）との顔の見え
る地域内交流の仕組みを構築した。

全国各地の農産物直売施設は、食の安全・安心に対する意識
の高まりや対面販売による消費者と農業者との交流の楽しさな
どから人気があり賑わいと活気を見せているが、中山間地域に
は「産直までの距離が遠い」「数量が揃わない」など基礎的条
件が不利な集落が多数点在し、産直施設への出荷を諦めている
高齢者農家等も存在している。また、市街地においては、交通
手段がないために産直施設まで行けないという主婦や高齢者世
帯等も多くなってきている。

こうした両地域で困っている状況を改善するため、鶴岡市では「産直施設」に「車の機動性」を組み
合わせた仕組みとして「森の産直カー」を考案した。保冷機能付きの軽トラックを使って中山間地域を
巡回してこれまで出荷に至らなかった農林産物を集荷し、それを市街地まで運んで中心市街地の商店街
や町内会などで販売する。

20 年度の取組では、中山間地域である朝日地域（旧朝日村）と温海地域（旧温海町）から出発する「あ
さひ号」「あつみ号」の 2 台の「森の産直カー」を配備し、集荷方法及び販売方法を検証しながら、販売
手数料などによって 1 日あたりの運行経費を賄う仕組みづくりを検討した。

36,085,863 千円

山形県 鶴岡市 企画部企画調整課

0235-25-2111　内線（321）

http://www.city.tsuruoka.lg.jp/

平成 20 年度から平成 21 年度まで

参考とした施策
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電 話

担 当 課

標 準 財 政 規 模

人 口 139,619 人

④

つるおか森の
キャンパス元気
プロジェクト
【森の産直カー運行社会実験】
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予算関連データ

施策事例５　農山漁村振興関連施策

5

総　額
①～⑤の計

財源内訳（財源区分：①～⑤）
①国費 ②県費 ③起債 ④その他 ⑤一般財源

42,708 千円 42,708 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

①
～
④
の
名
称
・
所
管
等

名　称 地方の元気再生事
業

所　管 内閣官房地域活性
化統合事務局

金　額 42,708 千円

補助率 10/10

鶴岡市

【平成 20 年度の運行体制】
実施主体 :「あさひ号」･･･ あさひ村直売施設管理運営組合

「あつみ号」･･･ あつみ旬菜市推進協議会（2 産直施設で組織）
集荷体制 :「あさひ号」…1 名、「あつみ号」･･･4 名
販売体制 : 運転手 1 名 + 販売員 1 名
運行日 : 平日 ･･･ 週 3 日、土日 ･･･ 随時イベント参加
販売場所 : 市内の商店街、公園、大学、企業など 20 数箇所

3 	施策の開始前に想定した事業効果
「森の産直カー」運行により、中山間地域の所得機会の創出や中山間地域と中心市街地との交流

の拡大や賑わいの創出につながることが期待された。また、中山間地域である旧朝日村・旧温海町
から出発する「あさひ号」「あつみ号」2 台の産直カーが、旧鶴岡市の中心部で活動をすることを通じ、
旧市町村間の住民の交流も期待された。

4 	導入にあたり工夫・苦労した点、課題、対処法など
できる限り多くの場所での販売を実施するため、事前に市中心部の町内会や商店街、大学、企業

などに対し事業趣旨を説明し、協力が得られた 20 数箇所の販売場所を確保してスタートした。また、
温海地域の集荷については、4 本の河川沿いに 27 集落が点在していることから産直カー 1 台での
集荷は困難なため、集荷は河川沿いごとに集荷員を設置し、販売は 1 台で対応することで効率的な
運営に努めた。

5 	現在の成果・実績、今後の展開など
本取組は運行直後から両地域に大変好評で、中山間地域の農家からは「近くまで取りに来てくれ

るので助かる」「新たな加工品にもチャレンジしたい」などの喜びの声や、市街地の消費者からは「近
くで地元の農産物が買えるので便利」「これからも続けてほしい」などの応援の声をいただいており、

「森の産直カー」は着実にそれぞれの地域に元気をもたらす存在になってきている。
また、二年目を迎える今年度は、自立運行に向けた検証を行う最終段階としてコスト高になって

いる運行体制などの改善を図り、売上収入によって自立運営できる仕組みを完成させる予定である。
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